
                           （参考資料１） 

○関係条文 

・労働安全衛生法施行令第２０条 

・登録省令第１９条の２４の２１ 

・登録省令第１９条の２４の２７ 

・労働安全衛生法及びこれに基づく命令に係る登録及び指定に関する省令第十九条の二十

四の十九第一項第一号の規定に基づき厚生労働大臣が定める発破実技講習の実施方法 

（平成２１年３月３０日厚生労働省告示第１３８号） 

 

○用語の解説 

１．発破技士とは 

 火薬類を用いる発破の作業には、せん孔、装てん、結線、点火及び後処理等の業務があ

り、これらについては、大きな危険をともなうため、国の定めた資格者が業務に従事する 

必要がある旨が労働安全衛生法令上定められている。 

 発破技士は、当該発破業務に直接携わる技術者として、土木工事、採石現場などに従事

している。 

 

２．発破実技講習とは 

 平成２４年３月までは、一定の業務経験を有する者又は、都道府県労働局長の登録を受

けた者が行う発破実技講習を修了した者が国家試験の受験資格を有するとされていたが、 

同年４月以降は、受験資格は廃止され、免許試験合格後に一定の資格（当該実技講習を含

む）を有する者が免許を受けることができるようになった。 

 発破実技講習については、都道府県労働局長に登録を受けた者が行うこととされており、 

必要な講習科目、その範囲及び時間数が法令により定められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（参考資料２） 

労働安全衛生法 

(就業制限） 

第六十一条 事業者は、クレーンの運転その他の業務で、政令で定めるものに

ついては、都道府県労働局長の当該業務に係る免許を受けた者又は都道府県労

働局長の登録を受けた者が行う当該業務に係る技能講習を修了した者その他厚

生労働省令で定める資格を有する者でなければ、当該業務に就かせてはならな

い。 

 

(以下略） 

 

 

 

 

労働安全衛生法施行令 

 

（就業制限に係る業務） 

第二十条  法第六十一条第一項の政令で定める業務は、次のとおりとする。 

  一  発破の場合におけるせん孔、装てん、結線、点火並びに不発の装薬又は

残薬の点検及び処理の業務 

 

(以下略） 
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（参考資料３） 

 

労働安全衛生法及びこれに基づく命令に係る登録及び指定に関する省令 

第三章の三の四 登録発破実技講習機関 

（第十九条の二十四の十七 ～ 第十九条の二十四の三十一） 

 

 

○（実施義務） 

第十九条の二十四の二十一 登録を受けた者（以下この章において「登録発破

実技講習機関」という。）は、正当な理由がある場合を除き、毎事業年度、次

の事項を記載した発破実技講習の実施に関する計画を作成し、これに従つて公

正に発破実技講習を行わなければならない。 

 一 発破実技講習の実施時期、実施場所、講習科目、時間及び受講定員に関

する事項 

 二 発破実技講習の講師の氏名 

２ 登録発破実技講習機関は、毎事業年度開始前に（登録を受けた日の属する

事業年度にあつては、その登録を受けた後遅滞なく）、実施計画届出書（様式

第一号の二）に前項の規定により作成した計画を添えて、所轄都道府県労働局

長に届け出なければならない。これを変更しようとするときも、同様とする。 

３ 登録発破実技講習機関は、前項後段の規定により変更の届出をしようとす

るときは、実施計画変更届出書（様式第一号の三）を所轄都道府県労働局長に

提出しなければならない。 

４ 登録発破実技講習機関は、発破実技講習を修了した者に対し、遅滞なく、

修了証を交付しなければならない。 

５ 登録発破実技講習機関は、毎事業年度経過後一月以内に、その事業年度に

実施した発破実技講習の結果について、発破実技講習実施結果報告書（様式第

一号の四）を所轄都道府県労働局長に提出しなければならない。 

 

 

○（改善命令） 

第十九条の二十四の二十七 都道府県労働局長は、登録発破実技講習機関が第

十九条の二十四の二十一第一項の規定に違反していると認めるときは、その登

録発破実技講習機関に対し、発破実技講習を行うべきこと又は発破実技講習の

実施方法その他の業務の方法の改善に関し必要な措置を採るべきことを命ずる

ことができる。 
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（参考資料４） 

 

労働安全衛生法及びこれに基づく命令に係る登録及び指定に関する省令第十

九条の二十四の十九第一項第一号の規定に基づき厚生労働大臣が定める発破

実技講習の実施方法 

 

（平成２１年３月３０日厚生労働省告示第１３８号） 

    

 労働安全衛生規則（昭和四十七年労働省令第三十二号）別表第四発破技士免

許の項下欄第一号ハの発破実技講習は、次の各号に定めるところにより行われ

るものであること。 

 一 次の表の上欄に掲げる講習科目に応じ、それぞれ同表の中欄に掲げる範

囲について同表の下欄に掲げる時間以上行われるものであること。 

講習科目 範       囲 時間 

火薬類の取扱い 
火薬類の概要及び危険性 火薬類の保管 火薬類の取扱

い及び運搬 火薬類の検査 不良火薬類の処理  
六時間 

発破の方法 

発破の準備 せん孔及び装てん 電気発破における結

線、配線及び導通試験 点火（電気発破における発破器

等の処置を含む。） 不発の装薬、残薬及び跡ガスの点

検及び処置  

十時間 

 二 おおむね二十人以内の受講者を一単位として行われるものであること。  
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